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五十鈴小学校内（教育相談室） カンムリウミスズメ 

計算ドリルは，答え合わせとくり返し練習が大切です！ 

県 

小４ドリル例 

    ７３・・・２       ６６・・・１１ 
 ７ ５１３     ６ ４０７ 
   ４９       ３６ 
    ２３       ４７ 
    ２１       ３６ 
     ２       １１ 
 
 
 
 

小４ドリル例 

※ まちがえた問題を２～３回練習しよう。 

    ６７・・・５         ６７・・・５ 
 ６ ４０７     ６ ４０７ 
   ３６       ３６ 
    ４７       ４７ 
    ４２       ４２ 
     ５        ５ 
 
 

 自分で答え合わせをして，まちがいに気づこう！ 

 答えを書くだけでは，どこでまちがったのか

わかりません。自分で丸つけをして（低学年で

はうちの人に見てもらって）まちがいを見つ

け，正しくできるようにしましょう。できなか

ったことができるようになることが，一番大切

です。 

 

    まちがった問題を，３回練習しよう！ 

 答え合わせをした後，まちがった問題を３回

練習しましょう。その時は，最初にまちがった

ところができているか，確かめをしましょう。 

 できなかったことができるようになるため

には，なぜまちがったのか，その原因を知るこ

とが大切です。 

 このような家庭学習をとおして，自分で学習

する力｢自己学習力｣を育てることができます。 

 

教育研究所メッセージ 
教育研究所では，学力向上をめざして，ドリル学習の工夫についての研究を行っています。 

今月は，この研究の中から，計算問題や漢字練習などを家庭学習の中でどのように取り組

んだらよいか，ということについて紹介します。 

この学習方法が身につくと，自分自身で学習を進めることができる力｢自己学習力｣を育て

ることができます。ぜひ，毎日の家庭学習の中で役立ててください。 

 

１回目 ２回目 

①自分で丸を 

 つけよう。 

②まちがいを

見つけよう。 

             家庭での計算ドリル学習のポイント 

○ 勉強した結果を自分でチェックして，まちがいに気づき，できるようになることを大切

にしましょう。 

○ 計算したことは消さずにそのままにしておき，どこでまちがったかがわかるようにして

おきましょう。 

○ 計算と計算の間は十分にあけて，見落としや見まちがいの原因にならないように気をつ

けましょう。 

③まちがいがない

か確かめよう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 家庭学習で力がつくように，教育研究所のおすすめ勉強法を紹介します。 

わかるようになる，できるようになる家庭学習に取り組みましょう。 

おすすめ１ 目・耳・口・手など，体を使って勉強しましょう。 

      ＊声に出す，何度も読む，書く，線を引くなどの動作で覚えましょう。 

おすすめ２ 答え合わせやまちがいチェックを必ずやりましょう。 

      ＊チェックは，自分でやりましょう。（低学年はうちの人にやってもらいましょう。） 

おすすめ３ まちがったら，原因を見つけて 3 回ほどくり返し練習をしましょう。 

      ＊適度なくり返し練習をして覚えましょう。（多すぎると集中できないことも！） 

おすすめ４ 同じドリルを，日を変えて 3 回ほど練習しましょう。 

      ＊問題をしぼって（偶数問題や奇数問題など）練習しましょう。 

おすすめ５ 国語や算数・数学・英語などの基礎教科には，毎日取り組みましょう。 

      ＊読み・書き・計算は，毎日続けましょう。 

 

～～～～返信欄（教育研究所便り「ふれあい」へのご意見やご感想をお聞かせください。）～～～～～ 

 

子育てや教育のことなどで，悩んでいませんか？ 

相談電話（門川町教育相談室） 

６３－１５６６ 

漢字練習は，熟語や短文で，使い方を練習することが大切です！ 

月曜日～木曜日・・・・９時００分～１６時００分 

    金曜日・・・・９時００分～１２時００分 

  漢字の使い方を覚える練習をしよう！ 

 漢字練習では，1 字ずつバラバラに練習

していませんか。漢字練習は，系統的，組

織的に練習すると効果的です。 

・ まず漢字の読み方をおぼえましょう。 

・ 次にそら書きやなぞり書きで書き順を

練習しましょう。 

・ ひとまとまりの言葉として（塾語や短

文で）3 回ほど書く練習をしましょう。 

・ 日記などの文章の中で，実際に使って

みましょう。 

・ 読みかえもいっしょに練習しましょう。 
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教育研究所おすすめ，力がつく家庭学習の方法！ 


